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連携要件の標準及び適合確認の内容の確認

○ データ要件・連携要件標準仕様書【第1.0版】における連携要件は、以下のとおり定められている。はじめに、
根本的な要件を確認したい。

（確認観点）
「１つのパッケージとして一体的に提供する場合」は、
「(c)連携技術仕様に定めるとおり実装する必要は無い」
との記載がある。

（確認１）「１つのパッケージとして一体的に提供する場合」において、
適合確認は何の規定で行うのか？

（確認２）適合確認は「API連携」のみ規定されているが、「ファイル連
携」の適合確認は不要と考えてよいのか？
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機能別連携仕様の望ましい仕様の確認（Input）

○ データ要件・連携要件標準仕様書【第1.0版】各論「機能別連携仕様（介護保険）_Input」の連携IDは、６７件存在して
いる。令和７年度までの移行を見据え、ベンダが実装する上で望ましい仕様について確認したい。

（確認観点１）必須/任意
①必須３３件

機能要件で実装必須のもの
②任意３４件

機能要件で標準オプションのもの

（確認観点２）連携方法
①「リアル連携（API連携）」と「ファイル連携」の両方に○があるものは、３件

マルチベンダを想定すると両方の実装が必要と考えられ、１つのパッケージでは
片方でよいため、極力、どちらかに寄せるのがよいのではないか。
（連携元システム側の規定と整合させる必要があるため、調整が必要）

②「リアル連携（API連携）」のみが○のものは、１３件
API連携で問題ないか。

③「ファイル連携」のみが○のものは、５１件
主に外部システムとの連携が該当しており、標準準拠システムとの連携も一部
含まれているが問題ないか。

（中略）
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○ 「機能別連携仕様（介護保険）_Output」の連携IDは、６８件存在している。

機能別連携仕様の望ましい仕様の確認（Output）

（確認観点１）必須/任意
①必須３１件

機能要件で実装必須のもの
②任意３７件

機能要件で標準オプションのもの

（確認観点２）連携方法
①「リアル連携（API連携）」と「ファイル連携」の両方に○があるものは、３件

マルチベンダを想定すると両方の実装が必要と考えられ、１つのパッケージでは片方
でよいため、極力、どちらかに寄せるのがよいのではないか。
（連携元システム側の規定と整合させる必要があるため、調整が必要）

②「リアル連携（API連携）」のみが○のものは、２２件
API連携で問題ないか。
なお、023o54については○に取消線が設定されており、「ファイル連携」は空欄
であったため、連携機能の内容から「リアル連携（API連携）」として集計している。

③「ファイル連携」のみが○のものは、４３件
主に外部システムとの連携が該当しており、標準準拠システムとの連携も一部含まれ
ているが問題ないか。

（中略）
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（参考）データ連携WT_API連携に関する課題

出典:「地方公共団体の基幹業務システムの統一・標準化に関する共通機能等技術要件検討会 データ連携ワーキングチーム（第1回）」 デジタル庁（令和4年10月21日）資料２ 8ページ
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